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那覇港防災マップ

【防災マップの目的】
　沖縄県の想定では、地震発生後34分で最大遡上高8.7mの津波が襲来します。
　この防災マップは、港湾利用者等のみなさんが、いざという時に迅速かつ適切な避難
を行うため、日頃から知ってほしい情報を掲載しています。

【防災マップの使い方】
　① 港湾利用者等のみなさんは、このマップを見て、 津波が発生した場合に、 身の安全
　　 のためどこの高台や津波避難ビル等に避難するかの検討にご活用ください。
　

　② 避難先まで、 できるだけ短い距離で、 海や川等の危ない場所に近づかずに逃げら
　　 れるような避難ルートの検討にご活用ください。
　

　③ 避難先や避難ルートは、実際に歩いて自分の目で確認しておきましょう。

平成26年3月作成　
※防災マップの背景図には、沖縄県が平成21～23年度に整備した数値地形図を使用しています。
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この地図は、沖縄県知事の承認を得て、沖縄県数値地形図を複製したものである。（平25企情第1000号）

耐震強化岸壁

避難者が集中する恐れあり

燃料タンクあり

高台への入口

津波避難ビルまたは
周辺の中高層ビルまで避難

中高層ビルまで避難距離が長いため、
必要に応じて車両により避難

周辺の中高層ビルまで避難

臨港道路新港２号線は液状化対策済み
※港湾２号線は対策中

高台への入口

コンテナ、車両、船舶等が津波により流出する可能性あり

避難場所としての進入は困難

高台への避難が望ましいが、
坂道ではがけ崩れの恐れが
あり要注意

津波避難ビルまたは
周辺の中高層ビルまで避難

キャンプキンザーの施設内を
通って高台に避難

Gate1仲西ゲート
（避難路出口）

Gate5小湾ゲート
（避難路入口）

この周辺の標高は
最高7m程度

旭ヶ丘公園は
標高14m程度（最高）

なうら橋の高さは
最高で標高9m程度

コンテナ、車両、船舶等が津波により流出する可能性あり

上山中学校方面の高台
もしくは津波避難ビルに避難

旅客が100人程度利用

硫酸タンク・パイプライン製油輸送管あり

コンテナ、車両、船舶等が津波に
より流出する可能性あり 津波避難ビルまたは

周辺の中高層ビルまで避難

ガスタンクあり

波の上緑地では、1日50～500人
程度の観光客が利用

若狭ビーチでは、1日200～500人
程度の観光客が利用

「那覇うみそらトンネル三重城タワー」は、人が常駐して
おらず、外階段で上がれる場所は標高9.5m程度

波の上橋の高さは最高で標高9m程度

那覇クルーズターミナルの2階屋上の高さは標高13m程度

耐震強化岸壁

コンテナ、車両、船舶等が津波により流出する可能性あり

坂を上って高台に避難

津波避難ビルまたは
周辺の中高層ビルまで避難

坂を上って
高台まで避難

危険物の貯留施設あり

泊大橋の高さは
最高で標高35m程度


